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学位論文内容の要旨 

血漿中の高ヒスチジン糖タンパク（Histidine-rich glycoprotein: HRG）値の低下は、こ

れまでに敗血症の診断・予後予測マーカーになりえると報告されている。しかし、HRG
の周術期管理における有効性は明らかでない。本研究では、術後合併症を予測するバイオ

マーカーとしての HRG の有効性を検討した。

術後に集中治療室に入室した成人 150 症例を対象として、術後 1日目の血漿 HRG 値を

測定した。術後合併症は、術後 7 日以内に発症した Clavien-Dindo 分類でグレード II 以

上のものとした。術後合併症を発症しなかった患者と比較して、術後合併症を発症した患

者では HRG 値が有意に低下していた。更に、HRG 値と術後合併症発症に有意な関連を認

め、HRG 値は独立した術後合併症予測因子であった。HRG の術後合併症予測能は白血球

数や C 反応性タンパクより高く、プロカルシトニンやプレセプシンと同等であった。

術後１日目の HRG 値により術後合併症を予測することができた。HRG は術後合併症を

予測するバイオマーカーになりえる可能性が示唆された。 

論文審査結果の要旨 

大岩らは、術後１日目の血漿中の高ヒスチジン糖タンパク (Histidine-rich 

glycoprotein: HRG)値の低下が、術後合併症の発生を予測するバイオマーカーになりうる

ことを示した。審査員から、検体は血清でなくて血漿でいいのか、あるいは測定方法の実際

についても的確に回答し、自ら深い理解のもと検体を扱っていることがみてとれた。また、

HRG のオリジンや生理活性といった質問も、現在分かっていることと未知のことをわかりや

すく説明でき、HRG のクリアランスや人工心肺の影響など将来の研究についても高い志を示

した。このように、申請者は、深い考察のもとこの領域の文献や最近の知見に至るまで広範

囲に網羅した知識を有していた。 

本研究は直ちに臨床応用ができることから、麻酔集中治療学上貴重であり、臨床医学の進

歩においても大きな貢献をしたことは間違いない。申請者は、本成果を踏まえ、今後も研究

を継続していきたい、との意気込みを述べ、研究者としての将来性も期待できる。 

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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